
令和５年７月６日 

 

香芝市長  福 岡 憲 宏  様 

香芝市都市経営市民会議 

会長 中 川 幾 郎 

 

「第５次香芝市総合計画及び第２期総合戦略の進捗管理（個別事業の方向性の

検討）」及び「令和４年度まち・ひと・しごと創生寄附活用事業の効果検証」につ

いて（答申） 

 

令和５年６月２９日付け香企第５２号にて諮問のあった「第５次香芝市総合計画及び

第２期総合戦略の進捗管理（個別事業の方向性の検討）について」及び「まち・ひと・

しごと創生寄附活用事業の効果検証について」、「受益者負担適正化に関する基本方

針作成について」に関し、審議した結果、下記のとおり答申します。 

 

記 

 

１．第５次香芝市総合計画及び第２期総合戦略の進捗管理（個別事業の方向性の検

討）について 

個別事業の方向性の検討として審議した１１事業について、当会議での意見を別紙

１のとおりまとめる。 

各所管へフィードバックし、今後の事業の方向性の判断に際して十分に反映のうえ、

改革・改善に努めていただきたい。 

 

２．まち・ひと・しごと創生寄附活用事業の効果検証について 

別紙２の意見のとおり、柔軟に創意工夫いただき、さらなる寄附活用につなげていた

だきたい。 

 

３．受益者負担適正化に関する基本方針作成について 

方針案について、当会議で指摘した文言等は、適切に改められたい。また、方針に則 

して、対象施設の料金設定が変更となる場合は、市民への周知期間を十分に確保し、



混乱なきように努めていただきたい。 

減免制度については、公共性が発揮される事業に限定した特例措置となるよう、

客観的な審査基準が必要であると考える。 

以上 


